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▲八代市民使節団
　市長と参加者の皆さん
　（台湾基隆市友好交流協定１周年記念：国立故宮博物院）
　　令和元年11月14日～17日に市長を初め、総勢６３人で基
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　　八代市議会議場にて歓迎式典を開催。（14ページに特集記事掲載）
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　１２月定例会は、１２月２日から１２月２０日まで開催さ
れ、条例議案１５件、予算議案１０件、決算議案１１件、人
事議案７件、発議案１件、その他１２件を審議しました。
　主な議案は次のとおりです。

条例制定・改正など （主なものを抜粋して掲載）

　市民の疑惑や不信を招くような行為を防止し、豊かで安心な職場環境を醸成し、
もって公務に対する市民の信頼を確保することを目的として、職員が遵守すべき職
員倫理の原則のほか、職員倫理審査会、倫理監督者等の体制整備に関する事項を定
めるに当たり、所要の条例を制定するもの（令和２年４月１日施行）

◆ 八代市職員倫理条例の制定について

　公の施設の指定管理者を指定するため、地方自治法第２４４条の２第６項の規定
により議会の議決を求めるもの

◆ 指定管理者の指定について

　令和元年度の人事院勧告を受け、市議会議員の期末手当の支給月数を改定
（０.０５カ月分引上げ）するもの（第１条の規定は公布の日、第２条の規定は令和
２年４月１日施行）

◆ 八代市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部改正について

　令和元年度の人事院勧告等を受け、市長、副市長、教育長及び識見を有する者の
中から選任された常勤の監査委員の期末手当の支給月数を改定（０.０５カ月分引上
げ）するもの（第１条の規定は公布の日、第２条の規定は令和２年４月１日施行）

◆ 八代市長等の給与に関する条例の一部改正について

　令和元年度の人事院勧告等を受け、一般職の職員の給料月額を改定（若年層の給料
月額の引上げ）し、及び勤勉手当の支給月数を改定（０.０５カ月分引上げ）し、並
びに特定任期付職員の給料月額を改定し、及び期末手当の支給月額を改定（０.０５
カ月分引上げ）するもの（第１条・第３条の規定は公布の日、第２条・第４条の規定
は令和２年４月１日施行）

◆ 八代市一般職の職員の給与に関する条例及び八代市一般職の
　 任期付職員の採用等に関する条例の一部改正について

12月定例会

YATSUSHIROSHI

GIKAI

可決

可決

可決

可決

八代市振興センターいずみ
八代市働く婦人の家
八代市立図書館
やつしろハーモニーホール
八代市広域交流地域振興施設、
八代市松中信彦スポーツミュージアム
八代市日奈久観光交流施設
五家荘平家の里、緒方家、左座家、
五家荘渓流キャンプ場、五家荘自然塾、
梅の木轟公園管理施設

八代市商工会
一般社団法人八代弘済会
TRCグループ共同企業体
一般社団法人八代弘済会

株式会社肥後畳表中央市場

九州綜合サービス株式会社

一般社団法人五家荘地域
プロジェクト

令和２年４月１日～令和５年３月３１日
令和２年４月１日～令和６年３月３１日

令和２年４月１日～
令和７年３月３１日

施　　設　　名 指定管理者となる団体 指定の期間

可決
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予 算
令和元年度一般会計補正予算 　７７,０９３千円

（主なものを抜粋して掲載）

◆ 指定管理委託に伴う債務負担行為

　令和２年５月６日実施予定の東京２０２０オリンピック聖火リレーの市内にお
ける円滑な実施に向け、リレー運営・セレモニー運営等に要する熊本県への負担
金及び市独自の周知等を行うための経費を補正するもの
　東京２０２０聖火リレー熊本県実行委員会負担金　：　２７,３５２千円
　市独自周知等経費　　　　　　　　　　　　　　　：　　　 ８２８千円

◆ 東京２０２０オリンピック聖火リレー開催事業

　予定価格１億５,０００万円以上の製造請負契約の締結について、八代市議会の議
決に付すべき契約に関する条例第２条の規定により議会の議決を求めるもの
業 務 名　　八代民俗伝統芸能伝承館（仮称）展示物等制作業務
契約金額　　１６６,５４０,０００円
相 手 方　　株式会社丹青社

◆ 契約の締結について

一般会計補正予算令和元年度
  特別会計補正予算

可決

可決

件　名 限度額 事　　業　　概　　要

単位：千円

期　　間

【更新】
八代市振興セ
ンターいずみ
管理運営委託

【更新】
やつしろハー
モニーホール
管理運営委託

【更新】
八代市働く婦
人の家管理運
営委託

【更新】
八代市日奈久
観光交流施設
管理運営委託

【更新】
八代市五家荘
観光施設管理
運営委託

【更新】
八代市立図書
館管理運営委
託

対象施設　　：八代市振興センターいずみ
指定管理期間：令和2年4月1日～令和5年3月31日（3年・公募）
委託先　　　：八代市商工会
委託金額　　：令和2年度　6,244千円、令和3年度　6,244千円
　　　　　　　令和4年度　6,244千円

対象施設　　：やつしろハーモニーホール
指定管理期間：令和2年4月1日～令和7年3月31日（5年・公募）
委託先　　　：一般社団法人 八代弘済会
委託金額　　：令和2年度　23,900千円、令和3年度　23,850千円
　　　　　　　令和4年度　23,800千円、令和5年度　23,750千円
　　　　　　　令和6年度　23,700千円

対象施設　　：八代市働く婦人の家
指定管理期間：令和2年4月1日～令和6年3月31日（4年・公募）
委託先　　　：一般社団法人 八代弘済会
委託金額　　：令和2年度　16,451千円、令和3年度　16,451千円
　　　　　　　令和4年度　16,451千円、令和5年度　16,451千円

対象施設　　：八代市日奈久観光交流施設
指定管理期間：令和2年4月1日～令和7年3月31日（5年・公募）
委託先　　　：九州綜合サービス株式会社
委託金額　　：令和2年度　8,400千円、令和3年度　8,400千円、令和4年度　8,400千円
　　　　　　　令和5年度　8,400千円、令和6年度　8,400千円

対象施設　　：五家荘平家の里、緒方家、左座家、五家荘渓流キャンプ場、五家荘自然塾
　　　　　　　梅の木轟公園管理施設
指定管理期間：令和2年4月1日～令和7年3月31日（5年・公募）
委託先　　　：一般社団法人 五家荘地域プロジェクト
委託金額　　：令和2年度　13,580千円、令和3年度　13,500千円
　　　　　　　令和4年度　13,400千円、令和5年度　13,300千円
　　　　　　　令和6年度　13,200千円

対象施設　　：八代市立図書館（本館、せんちょう分館、かがみ分館）
指定管理期間：令和2年4月1日～令和7年3月31日（5年・公募）
委託先　　　：ＴＲＣグループ共同企業体
委託金額　　：令和2年度　135,667千円、令和3年度　135,667千円
　　　　　　　令和4年度　135,667千円、令和5年度　135,667千円
　　　　　　　令和6年度　135,667千円

令和元～4年度

令和元～6年度

令和元～5年度

令和元～6年度

令和元～6年度

令和元～6年度

18,732

119,000

65,804

42,000

66,980

678,335
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経
済
企
業
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会

委
員
長
報
告

委
員
長
報
告

委
員
長
報
告

　

付
託
さ
れ
ま
し
た
予
算
案
三
件
、
条
例
案
三
件
及
び
事

件
三
件
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
議
案
第
九
十
四
号
・
令
和
元
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補

正
予
算
・
第
八
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
九
十
八
号
・
令
和
元
年
度
八
代
市
浄
化
槽
市
町

村
整
備
推
進
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
・
第
一
号

・
議
案
第
百
一
号
・
令
和
元
年
度
八
代
市
下
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
・
第
一
号

・
議
案
第
百
二
十
三
号
・
八
代
市
道
路
占
用
料
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
百
二
十
四
号
・
八
代
市
下
水
道
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

・
議
案
第
百
二
十
五
号
・
八
代
市
下
水
道
事
業
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

の
六
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

次
に
、

・
議
案
第
百
十
号
・
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

・
議
案
第
百
十
一
号
・
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

の
二
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
可
決
し
ま
し
た
。

次
に
、

・
議
案
第
百
十
三
号
・
八
代
民
俗
伝
統
芸
能
伝
承
館
（
仮

称
）
展
示
物
等
制
作
業
務
に
係
る
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

意
見　

審
査
の
際
、
執
行
部
は
、
当
該
案
件
に
関
す
る
予

定
価
格
の
妥
当
性
な
ど
十
分
な
説
明
及
び
資
料
提
供
等

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
回
、
納

得
で
き
る
資
料
提
供
等
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　

以
上
、
本
契
約
案
一
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し

た
結
果
、
賛
成
多
数
を
も
っ
て
可
決
し
ま
し
た
。

　

付
託
さ
れ
ま
し
た
予
算
案
三
件
、
条
例
案
三
件
及
び
事

件
五
件
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
議
案
第
九
十
四
号
・
令
和
元
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補

正
予
算
・
第
八
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
九
十
七
号
・
令
和
元
年
度
八
代
市
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
・
第
一
号

・
議
案
第
百
号
・
令
和
元
年
度
八
代
市
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
・
第
一
号

・
議
案
第
百
二
十
七
号
・
八
代
市
簡
易
水
道
事
業
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
百
二
十
八
号
・
八
代
市
水
道
事
業
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

の
五
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

次
に
、

・
議
案
第
百
四
号
・
や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
係

る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
百
五
号
・
八
代
市
働
く
婦
人
の
家
に
係
る
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
百
六
号
・
八
代
市
広
域
交
流
地
域
振
興
施
設
、
八

代
市
松
中
信
彦
ス
ポ
ー
ツ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
係
る

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
百
七
号
・
八
代
市
日
奈
久
観
光
交
流
施
設
に
係

る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
百
八
号
・
五
家
荘
平
家
の
里
、
緒
方
家
、
左
座

家
、
五
家
荘
渓
流
キ
ャ
ン
プ
場
、
五
家
荘
自
然
塾
、
梅
の

木
轟
公
園
管
理
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

ての
五
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
可
決
し
ま
し
た
。

　

付
託
さ
れ
ま
し
た 

予
算
案
二
件
、
条
例
案
七
件
及
び
事
件

二
件
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
議
案
第
九
十
四
号
・
令
和
元
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補
正

予
算
・
第
八
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
百
十
五
号
・
八
代
市
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
百
十
六
号
・
八
代
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
及
び
八
代
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
百
十
七
号
・
八
代
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
百
十
八
号
・
八
代
市
公
平
委
員
会
が
喚
問
す
る
証

人
の
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
百
十
九
号
・
八
代
市
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例
等

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
百
二
十
号
・
八
代
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採

用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
百
二
十
二
号
・
八
代
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
百
二
十
九
号
・
令
和
元
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補

正
予
算
・
第
九
号
（
関
係
分
）

の
九
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一
致

で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

次
に
、

・
議
案
第
百
二
号
・
八
代
市
振
興
セ
ン
タ
ー
い
ず
み
に
係

る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
百
九
号
・
熊
本
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
共
同

処
理
す
る
事
務
の
変
更
及
び
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

の
二
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

文
教
福
祉
委
員
会

　

付
託
さ
れ
ま
し
た 

予
算
案
六
件
、
条
例
案
一
件
及
び
事

件
二
件
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
議
案
第
九
十
四
号
・
令
和
元
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補
正

予
算
・
第
八
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
九
十
五
号
・
令
和
元
年
度
八
代
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
・
第
二
号

・
議
案
第
九
十
六
号
・
令
和
元
年
度
八
代
市
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
・
第
三
号

・
議
案
第
九
十
九
号
・
令
和
元
年
度
八
代
市
診
療
所
特
別

会
計
補
正
予
算
・
第
一
号

・
議
案
第
百
二
十
六
号
・
八
代
市
立
保
育
園
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
百
二
十
九
号
・
令
和
元
年
度
八
代
市
一
般
会
計

補
正
予
算
・
第
九
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
百
三
十
号
・
令
和
元
年
度
八
代
市
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
・
第
四
号

の
七
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

次
に
、

・
議
案
第
百
三
号
・
八
代
市
立
図
書
館
に
係
る
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
百
十
二
号
・
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

の
二
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

付
託
さ
れ
ま
し
た
条
例
案
一
件
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り

で
す
。

・
議
案
第
百
四
十
一
号
・
八
代
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

意
見　

一
昨
日
発
表
さ
れ
た
企
業
短
期
経
済
観
測
調
査
に

よ
る
と
、
大
企
業
の
製
造
業
、
非
製
造
業
、
そ
れ
ぞ
れ
の

景
気
に
つ
い
て
は
下
向
き
で
あ
る
と
公
表
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
都
市
部
に
お
い
て
景
気
は
、
ゆ
る
や
か
に
な
っ
た

と
さ
れ
て
い
る
が
、
地
方
に
お
い
て
は
、
同
様
に
景
気
が

良
く
な
っ
た
と
は
言
い
切
れ
ず
、
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
と
の

声
も
聞
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
今
回
の
議

員
に
係
る
期
末
手
当
引
き
上
げ
に
関
す
る
条
例
改
正
は
、

見
送
っ
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

意
見　

確
か
に
マ
ス
コ
ミ
等
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
景
気

に
つ
い
て
の
報
道
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
景
気
が
悪

い
の
で
、
今
回
の
改
正
を
見
送
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
よ

う
な
と
き
こ
そ
、
職
員
、
議
員
、
特
別
職
が
と
も
に
、
景

気
回
復
に
向
け
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
の

で
、
賛
成
で
あ
る
。

意
見　

本
市
の
一
次
産
業
か
ら
三
次
産
業
ま
で
の
経
済
状

況
を
見
た
と
き
、
本
当
に
景
気
が
回
復
し
て
い
る
と
は
考

え
難
い
。
よ
っ
て
、
議
員
の
期
末
手
当
は
据
え
置
く
べ
き

で
あ
る
。

意
見　

都
市
部
と
地
方
で
の
景
気
状
況
は
異
な
っ
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
人
事
院
勧
告
の
内
容
は
尊
重
す
べ
き

で
あ
る
。
今
回
の
改
正
が
本
市
の
景
気
回
復
に
つ
な
が
る

よ
う
我
々
議
員
も
努
力
す
る
必
要
が
あ
る
。

以
上
、
本
条
例
案
一
件
に
つ
い
て
は
慎
重
に
審
査
し
た
結

果
、
賛
成
多
数
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。
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付
託
さ
れ
ま
し
た 

予
算
案
二
件
、
条
例
案
七
件
及
び
事
件

二
件
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
議
案
第
九
十
四
号
・
令
和
元
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補
正

予
算
・
第
八
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
百
十
五
号
・
八
代
市
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
百
十
六
号
・
八
代
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
及
び
八
代
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
百
十
七
号
・
八
代
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
百
十
八
号
・
八
代
市
公
平
委
員
会
が
喚
問
す
る
証

人
の
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
百
十
九
号
・
八
代
市
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例
等

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
百
二
十
号
・
八
代
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採

用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
百
二
十
二
号
・
八
代
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
百
二
十
九
号
・
令
和
元
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補

正
予
算
・
第
九
号
（
関
係
分
）

の
九
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一
致

で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

次
に
、

・
議
案
第
百
二
号
・
八
代
市
振
興
セ
ン
タ
ー
い
ず
み
に
係

る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
百
九
号
・
熊
本
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
共
同

処
理
す
る
事
務
の
変
更
及
び
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

の
二
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

付
託
さ
れ
ま
し
た 

予
算
案
六
件
、
条
例
案
一
件
及
び
事

件
二
件
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
議
案
第
九
十
四
号
・
令
和
元
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補
正

予
算
・
第
八
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
九
十
五
号
・
令
和
元
年
度
八
代
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
・
第
二
号

・
議
案
第
九
十
六
号
・
令
和
元
年
度
八
代
市
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
・
第
三
号

・
議
案
第
九
十
九
号
・
令
和
元
年
度
八
代
市
診
療
所
特
別

会
計
補
正
予
算
・
第
一
号

・
議
案
第
百
二
十
六
号
・
八
代
市
立
保
育
園
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
百
二
十
九
号
・
令
和
元
年
度
八
代
市
一
般
会
計

補
正
予
算
・
第
九
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
百
三
十
号
・
令
和
元
年
度
八
代
市
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
・
第
四
号

の
七
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

次
に
、

・
議
案
第
百
三
号
・
八
代
市
立
図
書
館
に
係
る
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
百
十
二
号
・
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

の
二
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

付
託
さ
れ
ま
し
た
条
例
案
一
件
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り

で
す
。

・
議
案
第
百
四
十
一
号
・
八
代
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

意
見　

一
昨
日
発
表
さ
れ
た
企
業
短
期
経
済
観
測
調
査
に

よ
る
と
、
大
企
業
の
製
造
業
、
非
製
造
業
、
そ
れ
ぞ
れ
の

景
気
に
つ
い
て
は
下
向
き
で
あ
る
と
公
表
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
都
市
部
に
お
い
て
景
気
は
、
ゆ
る
や
か
に
な
っ
た

と
さ
れ
て
い
る
が
、
地
方
に
お
い
て
は
、
同
様
に
景
気
が

良
く
な
っ
た
と
は
言
い
切
れ
ず
、
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
と
の

声
も
聞
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
今
回
の
議

員
に
係
る
期
末
手
当
引
き
上
げ
に
関
す
る
条
例
改
正
は
、

見
送
っ
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

意
見　

確
か
に
マ
ス
コ
ミ
等
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
景
気

に
つ
い
て
の
報
道
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
景
気
が
悪

い
の
で
、
今
回
の
改
正
を
見
送
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
よ

う
な
と
き
こ
そ
、
職
員
、
議
員
、
特
別
職
が
と
も
に
、
景

気
回
復
に
向
け
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
の

で
、
賛
成
で
あ
る
。

意
見　

本
市
の
一
次
産
業
か
ら
三
次
産
業
ま
で
の
経
済
状

況
を
見
た
と
き
、
本
当
に
景
気
が
回
復
し
て
い
る
と
は
考

え
難
い
。
よ
っ
て
、
議
員
の
期
末
手
当
は
据
え
置
く
べ
き

で
あ
る
。

意
見　

都
市
部
と
地
方
で
の
景
気
状
況
は
異
な
っ
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
人
事
院
勧
告
の
内
容
は
尊
重
す
べ
き

で
あ
る
。
今
回
の
改
正
が
本
市
の
景
気
回
復
に
つ
な
が
る

よ
う
我
々
議
員
も
努
力
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

以
上
、
本
条
例
案
一
件
に
つ
い
て
は
慎
重
に
審
査
し
た

結
果
、
賛
成
多
数
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

　現在、本年４月の供用開始に向けて「くまモンポート八代」の整備
が鋭意進められています。
　「くまモンポート八代」の完成により、県内初の耐震機能を有する
岸壁として災害時に救援物資を調達する防災拠点としての機能なども
備えることとなります。また、世界最大22万トン級の大型クルーズ
客船も年間365日受入れ可能となります。
　ロイヤルカリビアン社は、CIQ（税関、出入国管理、検疫）
等が機能的に配置された旅客ターミナルとくまモンパーク
（仮称）、多目的芝生広場、フードコート等のおもてなしゾー
ン。県は、安全性、利便性とデザイン性を備えた駐車エリア
を整備されます。これにより大型バス150台の受入が可能
となります。完成後は、クルーズ客船寄港数の増加とともに、
本市への観光人流の活性化につながるものと期待されます。

「くまモンポート八代」建設進む！

▲完成イメージ



太田　広則

質 疑
一 般 質 問

○
八
代
港
へ
の
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
数
の
動
向
と
本

市
の
対
応
に
つ
い
て

○
本
市
の
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

○
本
市
の
森
林
環
境
譲
与
税
に
伴
う
事
業
進
捗
に

つ
い
て

○
本
市
の
地
籍
調
査
状
況
に
つ
い
て

質問通告◆
八
代
港
へ
の
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
数
の
動
向
と
本
市

の
対
応
に
つ
い
て

問　

八
代
港
に
つ
い
て
は
、
令
和
二
年
四
月
供
用
開

始
予
定
の
官
民
連
携
の
く
ま
モ
ン
ポ
ー
ト
八
代
の
整

備
と
と
も
に
、
本
市
の
魅
力
あ
る
八
代
づ
く
り
の
事

業
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
先
日
の

熊
本
日
日
新
聞
の
記
事
に
は
、
八
代
港
の
ク
ル
ー
ズ

船
の
寄
港
数
に
関
し
、
不
安
視
す
る
記
事
が
出
て
い

た
。
八
代
港
に
お
け
る
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
動
向
と
、

そ
れ
を
受
け
て
の
本
市
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

答　

経
済
文
化
交
流
部
長　

八
代
港
へ
の
ク
ル
ー
ズ

船
の
寄
港
回
数
は
、
平
成
二
十
九
年
に
過
去
最
高
の

六
十
六
回
を
記
録
し
た
後
、
三
十
年
は
三
十
回
、
本

年
は
現
在
の
と
こ
ろ
十
九
回
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
本
市
で
は
県
と
密
接
に

連
携
し
、
こ
れ
ま
で
の
中
国
発
着
船
を
扱
う
船
社
に

加
え
、
東
京
、
横
浜
と
い
っ
た
国
内
発
着
船
及
び
台

湾
等
の
発
着
船
を
扱
う
船
社
に
対
し
て
精
力
的
に
セ

ー
ル
ス
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
活
動
に

加
え
、
受
入
環
境
の
整
備
に
も
邁
進
し
て
い
き
た
い
。

○
台
風
十
九
号
に
よ
る
大
雨
災
害
の
教
訓
と
マ
イ

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
推
進
に
つ
い
て

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
状
況
と
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

○
市
内
一
円
に
お
け
る
国
有
財
産
の
土
地
の
状
況

と
有
効
活
用
に
つ
い
て

質問通告◆
台
風
十
九
号
に
よ
る
大
雨
災
害
の
教
訓
と
マ
イ
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
の
推
進
に
つ
い
て

問　

令
和
元
年
秋
に
上
陸
し
た
台
風
十
九
号
は
、
東

海
か
ら
東
北
ま
で
東
日
本
大
震
災
を
上
回
る
自
治
体

が
被
災
し
、
三
百
一
の
河
川
が
氾
濫
し
た
。
大
小
さ

ま
ざ
ま
な
河
川
を
も
つ
本
市
は
、
決
し
て
よ
そ
ご
と

と
思
わ
ず
、
こ
の
台
風
が
本
市
を
襲
い
、
同
じ
量
の

大
雨
が
降
っ
た
ら
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
被
災
し

た
自
治
体
の
対
応
は
、
よ
い
悪
い
を
含
め
、
す
べ
て

本
市
の
教
訓
と
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
見
え
て
き
た

教
訓
を
問
う
。

答　

総
務
企
画
部
長　

特
別
警
報
が
出
さ
れ
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
犠
牲
者
が
出
て
お
り
、

市
民
の
防
災
意
識
の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、
行
政
の
避

難
情
報
発
令
時
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
情
報
伝
達
等
が
い

か
に
大
事
で
あ
る
か
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

　

本
市
は
、
地
域
防
災
計
画
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ

て
気
象
庁
が
発
表
す
る
気
象
情
報
を
も
と
に
速
や
か

に
避
難
情
報
の
発
令
を
行
っ
て
い
る
。
早
目
の
予
防

的
避
難
を
呼
び
か
け
る
こ
と
な
ど
を
繰
り
返
し
広
く

市
民
に
周
知
徹
底
し
、
よ
り
一
層
速
や
か
な
判
断
と

避
難
行
動
を
行
え
る
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

　議案に対する質疑と市政の各般にわたる一般質問は、１２月１１日から１３日及び１６
日の４日間、１３人が通告・登壇し、幅広い活発な議論が展開されました。
　主な質問のあらましと答弁の要旨は、次のとおりです。（通告順）
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古嶋　津義

鈴木田 幸一

野﨑　伸也

○
水
無
川
氾
濫
の
可
能
性
に
つ
い
て

○
や
つ
し
ろ
産
ト
マ
ト
消
費
拡
大
推
進
条
例
に

つ
い
て

○
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
数
激
減
に
つ
い
て

○
市
道
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

○
武
道
館
建
設
に
つ
い
て

○
八
代
市
職
員
倫
理
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

質問通告◆
水
無
川
氾
濫
の
可
能
性
に
つ
い
て

問　

令
和
元
年
五
月
、
熊
本
県
が
水
無
川
の
洪
水
浸

水
想
定
区
域
図
を
策
定
・
公
開
さ
れ
た
。
そ
の
浸
水

範
囲
や
浸
水
高
の
想
定
根
拠
と
周
知
の
状
況
を
伺

う
。
ま
た
、
水
無
川
隧
道
か
ら
流
れ
出
る
雨
水
、
い
わ

ゆ
る
古
麓
川
が
球
磨
川
本
流
へ
合
流
す
る
地
点
で
の

バ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
タ
ー
現
象
が
発
生
す
る
の
か
ど
う
か
。

あ
わ
せ
て
、
水
無
川
の
水
害
対
策
工
事
の
履
歴
と
今
後

の
予
定
、
県
に
対
す
る
要
望
事
項
等
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

総
務
企
画
部
長　

水
無
川
の
洪
水
浸
水
想
定
区

域
図
は
水
無
川
流
域
で
六
時
間
雨
量
六
百
二
十
三
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
を
想
定
し
浸
水
区
域
と
浸
水
深
を
表
示

し
た
も
の
で
、
市
の
Ｈ
Ｐ
や
出
前
講
座
等
で
周
知
し

て
い
る
。
ま
た
球
磨
川
と
古
麓
川
の
堤
防
高
が
同
程

度
の
た
め
、
合
流
地
点
で
の
バ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
タ
ー
に

よ
る
浸
水
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。
水
無
川
か
ら
古

麓
川
へ
の
隧
道
が
整
備
さ
れ
た
昭
和
五
十
一
年
以
降

は
大
規
模
な
災
害
は
発
生
し
て
お
ら
ず
、
現
時
点
で

計
画
的
な
洪
水
対
策
工
事
の
予
定
は
な
い
。
県
河
川

の
整
備
で
バ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
タ
ー
現
象
を
考
慮
す
る
よ

う
要
望
し
た
。

○
消
防
団
員
の
確
保
に
つ
い
て

○
新
八
代
駅
周
辺
の
開
発
に
つ
い
て

○
大
鞘
川
の
災
害
対
策
に
つ
い
て

質問通告◆
消
防
団
員
の
確
保
に
つ
い
て

問　

災
害
対
策
上
、
ま
す
ま
す
活
躍
が
期
待
さ
れ
る

地
元
消
防
団
員
の
職
業
は
、
自
営
業
が
少
な
く
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
の
割
合
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
に
、
事
業
所
の
協
力
は
団
員
の
活
動
に
不
可
欠
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
団
員
の
職
業
の
割
合
と
消
防
団
協

力
事
業
所
へ
の
特
典
を
問
う
。
ま
た
、
今
後
、
消
防

団
員
の
確
保
及
び
消
防
団
協
力
事
業
所
を
増
加
さ
せ

る
た
め
の
対
策
を
問
う
。

答　

総
務
企
画
部
長　

団
員
の
職
業
割
合
は
自
営
業

者
十
％
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
七
十
・
一
％
、
家
族
従
事
者

十
一
・
五
％
、
そ
の
他
八
・
四
％
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

割
合
が
最
も
多
く
増
加
傾
向
で
あ
る
。
消
防
団
協
力

事
業
所
へ
の
特
典
は
、
八
代
市
工
事
入
札
参
加
者
資

格
審
査
格
付
け
で
五
点
を
付
与
さ
れ
る
優
遇
措
置
等

が
あ
る
。

　

今
後
、
団
員
確
保
及
び
協
力
事
業
所
を
増
加
さ
せ

る
た
め
に
、
企
業
訪
問
時
や
経
済
関
係
団
体
等
の
集

ま
り
の
場
で
消
防
団
活
動
へ
の
御
理
解
、
御
協
力
を

得
ら
れ
る
よ
う
働
き
か
け
、
団
員
確
保
と
協
力
事
業

所
の
増
加
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

○
地
域
の
防
災
活
動
に
つ
い
て

○
行
政
の
平
常
時
防
災
対
策
に
つ
い
て

○
行
政
の
災
害
発
生
時
対
応
に
つ
い
て

○
避
難
所
に
つ
い
て

質問通告◆
行
政
の
災
害
発
生
時
対
応
に
つ
い
て

問　

災
害
時
に
お
い
て
は
、
い
ち
早
く
災
害
情
報
や

避
難
情
報
の
発
信
、
業
務
継
続
計
画
に
基
づ
い
た
復

旧
・
復
興
、
避
難
所
の
開
設
。
ま
た
、
熊
本
地
震
で

明
ら
か
に
な
っ
た
域
外
の
行
政
組
織
か
ら
素
早
く

支
援
を
受
け
入
れ
、
そ
れ
を
う
ま
く
活
用
で
き
る
力
、

つ
ま
り
行
政
の
受
援
体
制
の
整
備
は
ま
す
ま
す
重

要
と
な
っ
て
い
る
。
災
害
時
の
対
応
は
多
岐
に
わ
た

る
が
、
本
市
の
災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

総
務
企
画
部
長　

大
規
模
災
害
の
発
生
後
、
災

害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
情
報
収
集
を
行
う
ほ
か
、

被
害
調
査
な
ど
の
業
務
に
必
要
な
人
員
を
業
務
継
続

計
画
に
基
づ
き
配
備
す
る
。
状
況
に
応
じ
、
自
衛
隊

の
派
遣
要
請
や
受
援
計
画
に
基
づ
き
他
自
治
体
へ
広

域
応
援
要
請
を
行
い
、
避
難
所
の
開
設
や
生
活
に
必

要
な
水
道
、
道
路
等
の
復
旧
を
優
先
的
に
実
施
す

る
。
こ
と
し
、
気
象
情
報
に
五
段
階
の
警
戒
レ
ベ
ル

が
設
定
さ
れ
、
避
難
行
動
が
明
記
さ
れ
た
。
最
新
の

情
報
を
迅
速
正
確
に
緊
急
配
信
メ
ー
ル
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
防
災
行
政
無
線
等
で
発
信
し
て
い
く
。
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西濵　和博

大倉 裕一

○
八
代
市
地
域
防
災
計
画
及
び
球
磨
川
流
域
の

安
全
対
策
に
つ
い
て

○
ご
み
行
政
に
つ
い
て

○
財
政
状
況
に
つ
い
て

○
農
林
水
産
物
及
び
食
品
の
輸
出
の
促
進
に
関

す
る
法
律
施
行
に
お
け
る
市
長
の
認
識
と
取

り
組
み
に
つ
い
て

質問通告◆
八
代
市
地
域
防
災
計
画
及
び
球
磨
川
流
域
の
安

全
対
策
に
つ
い
て

問　

関
東
地
域
を
襲
っ
た
台
風
十
九
号
と
低
気
圧

の
影
響
に
よ
る
豪
雨
に
よ
り
、
河
川
の
越
流
や
堤
防

決
壊
を
引
き
起
こ
し
、
死
者
を
出
す
未
曽
有
の
災
害

と
な
っ
た
。
球
磨
川
に
か
か
る
萩
原
橋
か
ら
上
流
を

眺
め
る
と
、
川
底
も
以
前
よ
り
見
え
る
よ
う
に
な
り
、

堆
積
土
砂
が
年
々
拡
大
し
て
お
り
、
市
民
か
ら
も
不

安
の
声
が
届
い
て
い
る
。
豪
雨
に
備
え
、
堆
積
土
砂

の
除
去
と
浚
渫
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
考

え
を
伺
う
。

答　

総
務
企
画
部
長　

球
磨
川
の
河
川
管
理
者
で
あ

る
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
八
代
河
川
国
道
事

務
所
に
よ
る
と
、
土
砂
撤
去
は
、
堆
積
の
著
し
い
箇

所
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
新
萩
原
橋
上
流
の
土
砂
に

つ
い
て
は
、
平
成
二
十
五
年
度
に
撤
去
し
て
あ
り
、
そ

の
後
、
著
し
い
土
砂
の
堆
積
は
な
い
の
で
撤
去
は
行

っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
昨
今
は

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
雨
が
全
国
各
地
で
発
生
し

て
お
り
、
本
市
と
し
て
も
市
民
の
安
全
・
安
心
を
守

る
こ
と
が
最
優
先
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続

き
、
国
に
適
切
な
河
川
管
理
を
お
願
い
す
る
。

○
未
就
学
児
の
集
団
移
動
経
路
等
緊
急
安
全
点
検

及
び
小
中
学
校
の
通
学
路
安
全
点
検
の
実
施
状

況
並
び
に
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
設
定
の
推
進
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て

○
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
が
与
え
る
社
会
的
影
響
と

今
後
の
指
定
の
あ
り
方
に
つ
い
て

質問通告◆
未
就
学
児
の
集
団
移
動
経
路
等
緊
急
安
全
点
検

及
び
小
中
学
校
の
通
学
路
安
全
点
検
の
実
施
状

況
並
び
に
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
設
定
の
推
進
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て

問　

令
和
元
年
六
月
十
八
日
、
「
未
就
学
児
等
及
び

高
齢
運
転
者
の
交
通
安
全
緊
急
対
策
」
が
取
り
ま
と

め
ら
れ
、
こ
の
対
策
に
基
づ
く
施
策
と
し
て
、
十
一

月
十
二
日
、
小
中
学
校
等
の
通
学
路
に
設
け
ら
れ
て

い
る
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
に
準
ず
る
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン

が
創
設
さ
れ
た
。
昨
今
の
相
次
ぐ
痛
ま
し
い
事
故
の

背
景
等
を
踏
ま
え
、
い
ま
、
各
自
治
体
に
ど
の
よ
う

な
姿
勢
が
求
め
ら
れ
い
る
と
認
識
し
て
い
る
か
伺

う
。

答　

健
康
福
祉
部
長　

本
市
に
お
い
て
も
、
キ
ッ
ズ

ゾ
ー
ン
の
設
定
は
、
子
供
た
ち
の
安
全
な
活
動
を
保

障
す
る
た
め
、
早
急
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

問　

大
津
市
の
よ
う
な
痛
ま
し
い
事
故
が
繰
り
返
し

発
生
し
な
い
よ
う
、
各
自
治
体
は
、
未
然
防
止
の
た

め
に
最
大
限
の
努
力
を
惜
し
ん
で
は
な
ら
な
い
。
そ

こ
で
本
施
策
の
推
進
に
向
け
て
の
市
長
の
思
い
を
伺

う
。

答　

市
長　

子
供
た
ち
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
こ
と

は
、
本
市
と
し
て
も
重
要
な
責
務
で
あ
る
。
関
係
機

関
と
の
連
携
を
図
り
、
協
議
が
整
っ
た
地
域
か
ら
順

次
、
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
の
設
定
を
進
め
る
。

○
障
が
い
者
へ
の
就
労
支
援
に
つ
い
て

○
障
が
い
者
へ
の
虐
待
に
つ
い
て

○
高
齢
者
へ
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

○
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
に
つ
い
て

○
市
立
図
書
館
の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

質問通告◆
市
立
図
書
館
の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
問　

本
市
に
お
い
て
は
、
市
庁
舎
の
建
て
か
え
や
民

俗
伝
統
芸
能
伝
承
館
の
建
設
が
新
た
に
始
ま
る
な

ど
、
市
庁
舎
を
中
心
と
し
て
、
交
流
や
伝
統
文
化
の

醸
成
が
図
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
好
機
に
、
よ
り
親
し

ま
れ
る
図
書
館
づ
く
り
を
目
指
し
、
市
民
か
ら
図
書

館
の
愛
称
を
募
集
し
て
は
ど
う
か
と
思
う
が
、
教
育

委
員
会
の
考
え
を
問
う
。

答　

教
育
部
長　

誰
も
が
親
し
み
を
感
じ
、
よ
り
多

く
の
市
民
に
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
、図
書
館
マ
ル
シ

ェ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
り
、
全
ス
タ
ッ
フ

が
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
講
し
取
得
す

る
な
ど
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
き
た
。

　

ま
た
、
館
内
の
一
部
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
す
る
な
ど
、

ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
を
含
め
た
環
境
整
備
に
努
め
て
き

た
。
愛
称
の
募
集
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
に
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
行
う
な
ど
し
て
、
愛
称
に
関
す
る
意
見

を
聞
い
て
ま
い
り
た
い
。

橋本　隆一
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亀田　英雄

橋本 徳一郎

村山　俊臣

○
子
育
て
支
援
策
及
び
教
育
環
境
に
つ
い
て

○
エ
コ
エ
イ
ト
や
つ
し
ろ
に
つ
い
て

○
南
部
幹
線
に
つ
い
て

○
八
代
・
天
草
シ
ー
ラ
イ
ン
建
設
構
想
に
つ
い
て

質問通告◆
エ
コ
エ
イ
ト
や
つ
し
ろ
に
つ
い
て

問　

エ
コ
エ
イ
ト
や
つ
し
ろ
の
緑
地
広
場
を
夏
場

に
利
用
さ
れ
た
市
民
の
方
か
ら
、
「
日
陰
と
な
る
場

所
が
な
く
、
ゆ
っ
く
り
利
用
で
き
な
か
っ
た
。
」
と

い
う
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
現
地

を
確
認
し
、
日
よ
け
や
雨
よ
け
な
ど
の
設
備
が
あ
れ

ば
、
さ
ら
に
よ
い
広
場
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。
そ
こ
で
、
緑
地
広
場
の
日
よ
け
や
雨
よ
け
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
伺
う
。

答　

市
民
環
境
部
長　

緑
地
広
場
に
つ
い
て
は
、
令

和
元
年
七
月
に
芝
生
の
養
生
を
終
え
た
こ
と
か
ら
、

一
般
に
開
放
し
、
平
日
は
も
と
よ
り
、
晴
れ
た
休
日

に
は
お
子
様
連
れ
や
周
回
コ
ー
ス
を
散
歩
さ
れ
る
方

等
、
多
く
の
皆
様
に
憩
い
の
場
と
し
て
御
利
用
い
た

だ
い
て
い
る
。

　

夏
場
に
緑
地
広
場
を
利
用
さ
れ
た
方
か
ら
は
、「
日

除
け
に
な
る
場
所
が
欲
し
い
。」
と
の
御
意
見
を
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
御
来
場
さ
れ
た
皆
様
に
快

適
に
御
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
日
除
け
等
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

○
本
市
の
情
報
公
開
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
あ
り
方

に
つ
い
て

○
用
途
地
域
変
更
に
伴
う
高
下
東
町
・
渡
町
地
区

に
お
け
る
住
民
説
明
会
に
つ
い
て

○
中
程
度
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
補
助
に
つ
い
て

○
日
奈
久
地
区
湯
の
迫
川
流
域
の
地
盤
沈
下
調
査

に
つ
い
て

質問通告◆
本
市
の
情
報
公
開
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
あ
り
方
に

つ
い
て

問　

総
務
省
で
は
、
毎
年
自
治
体
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
（
誰
で
も
扱
え
る
構
造
）
評
価

を
実
施
し
て
い
る
。
平
成
三
十
年
の
本
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
は
総
合
で
Ｅ
評
価
、
構
造
的
に
問
題
あ
る
ペ
ー

ジ
は
全
体
の
九
割
を
超
え
て
い
る
。
こ
れ
を
解
決
す

る
た
め
に
市
民
の
関
心
が
高
い
政
策
の
記
事
や
転

居
等
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
の
ペ
ー
ジ
の
追
加
等
を

含
め
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
あ
り
方
と
運
営
方
針

を
問
う
。

答　

市
長
公
室
長　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、市
政
の
見

え
る
化
を
進
め
る
た
め
の
有
効
な
手
段
の
一
つ
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
平
成
二
十
七
年
度
に
高
齢
者

や
外
国
人
な
ど
、
誰
で
も
利
用
し
や
す
い
よ
う
機
能

を
追
加
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
も
快
適
に
閲
覧

で
き
る
よ
う
改
修
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
と
も
利
用
者
か
ら
の
御
意
見
を
参
考
に
、
積

極
的
な
情
報
の
掲
載
と
更
新
に
努
め
、
市
民
に
と
っ

て
便
利
で
わ
か
り
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
な
る
よ

う
工
夫
し
て
い
く
。

○
中
高
年
の
引
き
こ
も
り
対
策
に
つ
い
て

○
あ
い
さ
つ
運
動
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

○
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

○
防
災
体
制
の
整
備
に
つ
い
て

質問通告◆
中
高
年
の
引
き
こ
も
り
対
策
に
つ
い
て

問　

若
者
以
上
に
中
高
年
の
引
き
こ
も
り
が
社
会

問
題
化
し
て
い
る
が
、
本
市
の
現
状
・
実
態
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。
ま
た
、
把
握
は
可
能
で
あ
る
の
か

伺
う
。

答　

健
康
福
祉
部
長　

令
和
元
年
十
月
に
県
が
各
生

活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
機
関
に
実
施
し
た
実
態
調
査

に
よ
る
と
、
本
市
で
引
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
方
は
四

十
一
名
と
な
っ
て
い
る
。
五
十
歳
代
が
最
も
多
く
十
三

名
、
男
性
が
九
割
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
数
字
は

相
談
の
あ
っ
た
人
数
で
、
本
人
及
び
家
族
は
関
係
機
関

へ
相
談
す
る
の
を
躊
躇
す
る
傾
向
が
あ
り
、
潜
在
的
に

は
も
っ
と
多
く
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

問　

本
市
で
は
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
課
題
を
認
識
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

健
康
福
祉
部
長　

引
き
こ
も
り
の
状
態
に
あ
る

方
を
支
援
に
つ
な
げ
る
ま
で
に
大
き
な
課
題
が
あ

る
。
相
談
窓
口
を
八
代
市
自
立
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
が

担
う
こ
と
を
明
確
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
広
く
周

知
し
、
連
携
を
と
り
な
が
ら
支
援
を
行
っ
て
い
く
。
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堀　徹男

谷川　　登

本会議・常任委員会　LIVE中継（生中継）

視聴の仕方は、市議会ホームページの
「インターネット議会中継」

「中継ライブラリ」をご覧ください。
　また、本紙面から、各議員の顔写真の下にある二次元コード（QRコード）をスマートフォン
やタブレット端末で読み取ると、その議員の質疑・一般質問の模様を見ることができます。
※視聴にかかるデータ通信料等は、ご本人の負担となります。
※八代市議会では、各議員が一般質問をした録画映像を公開しています。
※録画映像の配信内容は、八代市議会の公式記録ではありません。

○
国
民
健
康
保
険
の
繰
上
充
用
金
事
業
に
つ
い
て

○
普
通
交
付
税
と
公
債
費
の
交
付
税
措
置
に
つ
い

て
○
令
和
二
年
度
予
算
編
成
方
針
及
び
普
通
交
付
税

の
縮
減
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て

質問通告◆
普
通
交
付
税
と
公
債
費
の
交
付
税
措
置
に
つ
い
て

問　

本
市
で
は
、
こ
れ
か
ら
新
庁
舎
や
シ
ン
ボ
ル
ロ

ー
ド
、
伝
統
芸
能
伝
承
館
の
起
債
が
始
ま
る
。
こ
の

よ
う
な
大
型
事
業
の
借
入
の
償
還
に
使
わ
れ
る
交

付
税
措
置
は
、
補
助
金
の
よ
う
な
考
え
方
で
よ
い

の
か
伺
う
。

答　

財
務
部
長　

合
併
特
例
債
を
初
め
と
す
る
市
債

の
償
還
に
お
け
る
交
付
税
措
置
は
「
補
助
金
等
に
係

る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
で
い
う

補
助
金
で
は
な
い
。

問　

市
民
の
皆
様
に
交
付
税
の
仕
組
み
を
伝
え
る

の
は
難
し
く
、
本
市
の
財
政
状
況
や
、
そ
の
用
語
の

解
説
な
ど
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
に
は
わ
か
り

づ
ら
い
内
容
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
市
で
も
難
し
い

行
財
政
用
語
を
身
近
な
出
来
事
に
例
え
て
わ
か
り

や
す
く
説
明
で
き
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
つ
く

っ
て
は
い
か
が
か
を
伺
う
。

答　

財
務
部
長　

市
民
の
皆
様
へ
予
算
や
決
算
な
ど

の
財
政
状
況
を
公
表
す
る
際
に
は
、
ポ
イ
ン
ト
を
わ

か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
る
が
、

市
債
や
交
付
税
な
ど
財
政
制
度
の
難
し
い
仕
組
み
に

つ
い
て
は
、
表
現
を
工
夫
し
幅
広
く
理
解
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
努
め
る
。

○
過
疎
地
域
に
お
け
る
地
域
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人

材
確
保
に
つ
い
て

○
五
家
荘
に
お
け
る
観
光
振
興
に
つ
い
て

○
泉
町
に
お
け
る
医
療
体
制
の
確
保
に
つ
い
て

質問通告◆
五
家
荘
に
お
け
る
観
光
振
興
に
つ
い
て

問　

五
家
荘
地
域
の
観
光
業
は
重
要
な
位
置
づ
け

と
な
っ
て
い
る
。
当
地
域
に
は
、
自
然
の
観
光
資
源

や
観
光
施
設
も
多
く
存
在
し
て
い
る
も
の
の
、
観
光

客
数
が
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
。
近
年
の
当
地
域
へ

の
観
光
客
の
入
込
数
及
び
宿
泊
者
数
の
推
移
と
紅

葉
祭
期
間
中
の
状
況
や
検
証
結
果
。
今
後
の
観
光
客

の
増
加
に
向
け
た
方
策
を
伺
う
。

　

ま
た
、
五
家
荘
の
指
定
管
理
施
設
数
の
減
少
理
由

に
つ
い
て
も
伺
う
。

答　

経
済
文
化
交
流
部
長　

よ
り
多
く
の
観
光
客
の

方
々
に
五
家
荘
を
満
喫
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
関

係
者
と
連
携
し
、
観
光
ガ
イ
ド
の
養
成
、
観
光
事
業

者
の
出
店
に
係
る
可
能
性
調
査
な
ど
を
行
う
。

　

さ
ら
に
は
、
旅
行
業
者
等
へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

活
動
の
強
化
や
道
路
環
境
の
整
備
と
い
っ
た
観
光
客

受
け
入
れ
体
制
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
五
家
荘
と
他
の
地
域
を
合
わ
せ
た
広
域
観

光
の
推
進
に
も
、
力
を
注
い
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
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平成30年度　一般会計・特別会計歳入歳出決算を認定
　12月定例会開会日に、各常任委員会から延べ４日間にわたって開催された委員会での審
査結果の報告があり、一般会計及び各特別会計歳入歳出決算の１１件が認定されました。
　ここでは、一般会計の決算について報告いたします。

　平成３０年度一般会計決算の収支状況につい
て、歳入は前年度より5.9％減の約664億857
万円、歳出は1.4％減の約650億8,622万円
となり、平成２９年度に比べ歳入・歳出とも減少
となっています。
　歳入について、市税は個人・法人市民税とも
ほぼ前年度並みの収入となりましたが、固定資産
税のうち償却資産については、約1億4,600万
円（6.8％）の増加となり、市税全体としては、
約9,300万円（0.6％）の若干の増加となりま
した。
　歳入全体では、環境センター建設に伴う国か
らの交付金や市有施設整備基金からの繰入金の
減少などにより、約41億6,300万円（5.9％）
の減となっています。
　歳出について、総務費が新庁舎建設事業によ
り約６億円、衛生費が環境センター建設事業によ
り約５億７０００万円の増となっています。一方、
土木費は約６億９０００万円の減となっています。
　また、自治体の財政状況を客観的に示す財政
健全化判断批率等は、各項目とも概ね良好な値
を維持していますが、類似団体と同様に経常収
支比率※が上昇傾向にあることから、今後の動向
に注視する必要があります。

※経常収支比率は、税収など経常的に収入する「経常一
般財源」に対して、人件費や扶助費のように経常的に
支出する「経常的経費充当一般財源」の割合です。

平成３０年度決算概要 一般会計の収入総額
664億857万円

一般会計の支出総額
650億8,622万円

特別会計（10会計）
歳入　346億1,262万円
歳出　341億1,340万円

繰入金
4億6,291万円

0.7％
市税

151億5,827万円
22.8％

民生費
229億8,294万円

35.3％

衛生費
100億5,004万円

15.4％
公債費

61億3,239万円
9.4％

公債費
61億3,239万円

9.4％

総務費
61億3,199万円

9.4％

総務費
61億3,199万円

9.4％

土木費
54億8,814万円

8.4％

農林水産業費
53億9,394万円

8.3％

農林水産業費
53億9,394万円

8.3％

教育費
44億9,538万円

6.9％

消防費
21億1,005万円

3.2％

商工費
16億1,752万円

2.5％

その他
6億8,383万円

1.1％

分担金・負担金
8億2,202万円

1.2％

諸収入
10億1,312万円

1.5％

使用料・手数料・寄付金・
繰越金・財源収入
56億5,432万円

8.5％

地方交付税
153億3,690万円

23.1％

地方交付税
153億3,690万円

23.1％

市債
87億5,460万円
13.2％

国庫支出金
89億6,413万円

13.5％

県支出金
70億2,665万円
10.6％

地方消費税交付金他
32億1,565万円

4.8％

歳入
664億857万円

歳出
650億8,622万円
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議案番号 議　案　名

八代市議会議員の議員報酬等に
関する条例の一部改正について議案第114号

○＝賛成　×＝反対　－＝議長及び欠席者　除＝除斥（規定により採決に加われない）　※上村哲三議員は議長のため採決には加わっておりません

令和元年12月定例会採決結果
〔全会一致で可決した議案〕

〔賛成多数により可決した議案〕

村
上
　
光
則

大
倉
　
裕
一

野
﨑
　
伸
也

堀
　
　
徹
男

山
本
　
幸
廣

亀
田
　
英
雄

庄
野
　
末
藏

橋
本
徳
一
郎

太
田
　
広
則

橋
本
　
隆
一

鈴
木
田
幸
一

中
村
　
和
美

西
濵
　
和
博

村
山
　
俊
臣

古
嶋
　
津
義

村
川
　
清
則

谷
川
　
　
登

橋
本
　
幸
一

前
川
　
祥
子

髙
山
　
正
夫

福
嶋
　
安
徳

百
田
　
　
隆

北
園
　
武
広

金
子
　
昌
平

増
田
　
一
喜

田
方
　
芳
信

成
松
由
紀
夫

上
村
　
哲
三

××××××××

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○－

議案番号 議　　案　　名 議　　案　　名議案番号

議案第78号

議案第79号

議案第80号

議案第81号

議案第82号

議案第83号

議案第84号

議案第85号

議案第86号

議案第87号

議案第88号

議案第94号

議案第95号

議案第96号

議案第97号

議案第98号

議案第99号

議案第100号

議案第101号

議案第102号

議案第103号

議案第104号

議案第105号

議案第106号

議案第107号

議案第108号

議案第109号

議案第110号

議案第111号

議案第112号

議案第113号

議案第115号

議案第116号

議案第117号

議案第118号

議案第119号

議案第120号

議案第121号

議案第122号

議案第123号

議案第124号

議案第125号

議案第126号

議案第127号

議案第128号

議案第129号

議案第130号

議案第131号

議案第132号

議案第133号

議案第134号

議案第135号

議案第136号

議案第137号

発議案12号

平成30年度八代市一般会計歳入歳出決算

平成30年度八代市国民健康保険特別会計歳入歳出決算

平成30年度八代市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

平成30年度八代市介護保険特別会計歳入歳出決算

平成30年度八代市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算

平成30年度八代市農業集落排水処理施設事業特別会計歳
入歳出決算
平成30年度八代市浄化槽市町村整備推進事業特別会計歳
入歳出決算

平成30年度八代市ケーブルテレビ事業特別会計歳入歳出決算

平成30年度八代市診療所特別会計歳入歳出決算

平成30年度八代市久連子財産区特別会計歳入歳出決算

平成30年度八代市椎原財産区特別会計歳入歳出決算

令和元年度八代市一般会計補正予算（第８号）

令和元年度八代市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

令和元年度八代市介護保険特別会計補正予算（第３号）

令和元年度八代市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）

令和元年度八代市浄化槽市町村整備推進事業特別会計補
正予算（第１号）

令和元年度八代市診療所特別会計補正予算（第１号）

令和元年度八代市水道事業会計補正予算（第１号）

令和元年度八代市下水道事業会計補正予算（第１号）

指定管理者の指定について（八代市振興センターいずみ）

指定管理者の指定について（八代市立図書館）

指定管理者の指定について（やつしろハーモニーホール）

指定管理者の指定について（八代市働く婦人の家）

指定管理者の指定について（八代市広域交流地域振興施
設、八代市松中信彦スポーツミュージアム）

指定管理者の指定について（八代市日奈久観光交流施設）

指定管理者の指定について（五家荘平家の里、緒方家、左座家、
五家荘渓流キャンプ場、五家荘自然塾、梅の木轟公園管理施設）
熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及
び規約の一部変更について

市道路線の廃止について

市道路線の認定について

財産の無償譲渡について

契約の締結について

八代市長等の給与に関する条例の一部改正について

八代市一般職の職員の給与に関する条例及び八代市一般職
の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正について
八代市会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部
改正について
八代市公平委員会が喚問する証人の費用弁償に関する
条例等の一部改正について

八代市報酬及び費用弁償条例等の一部改正について

八代市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一
部改正について

八代市職員倫理条例の制定について

八代市消費生活センター条例の一部改正について

八代市道路占用料に関する条例の一部改正について

八代市下水道条例の一部改正について

八代市下水道事業の設置等に関する条例の一部改正に
ついて
八代市立保育園の設置及び管理に関する条例の一部改
正について

八代市簡易水道事業の設置等に関する条例の制定について

八代市水道事業の設置等に関する条例の一部改正について

令和元年度八代市一般会計補正予算（第９号）

令和元年度八代市介護保険特別会計補正予算（第４号）

人権擁護委員候補者の推薦について（小山　一廣氏）

人権擁護委員候補者の推薦について（秋岡　美樹夫氏）

人権擁護委員候補者の推薦について（寺田　公子氏）

人権擁護委員候補者の推薦について（長廣　嘉代子氏）

人権擁護委員候補者の推薦について（豊田　孝二氏）

人権擁護委員候補者の推薦について（水本　和博氏）

人権擁護委員候補者の推薦について（山下　俊子氏）

八代市政治倫理条例の一部を改正する条例案
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二
〇
二
〇
年
新
し
い
年
を
迎
え
、
早

い
も
の
で
一
カ
月
が
経
ち
ま
し
た
が
、

市
民
の
皆
さ
ま
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
本
年
は
、
七
月
下
旬
よ
り
世
界
最
大

の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
三
十
三
競
技
）・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
二
十
二
競
技
）
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
は
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
観
る
・
支
え
る
な
ど
多
様

な
か
か
わ
り
方
が
あ
り
、
幅
広
い
世
代

の
人
々
に
と
っ
て
意
義
・
価
値
あ
る
も

の
で
す
。
こ
の
機
会
に
ス
ポ
ー
ツ
の
楽

し
さ
や
感
動
を
分
か
ち
、
互
い
に
支
え

合
い
た
い
も
の
で
す
。

　
今
後
も
市
民
の
皆
様
に
ご
愛
読
い
た

だ
き
や
す
い
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
、

広
報
委
員
会
関
係
者
が
一
丸
と
な
り
ご

提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
寒
暖
の
差
が
厳
し
い
時
期
で
す
の

で
、
お
身
体
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
お
気
を

つ
け
て
お
過
ご
し
下
さ
い
。

八
代
市
議
会
広
報
委
員
会

八代市新庁舎・八代民俗伝統芸能伝承館（仮称）
・高田コミュニティセンター 起工式

八代市新庁舎・八代民俗伝統芸能伝承館（仮称）
・高田コミュニティセンター 起工式

▶昨年11月27日、松江城町の市役所跡地に
おいて、中村市長、上村議長、関係議員、施
工業者、関係者など約120人が参加し、八代
市新庁舎建設工事起工式が行われました。

▶同じく12月15日、本野町の高田コミュニ
ティセンター跡地において、中村市長、上村
議長、施工業者、地元住民など約50人が参
加し、高田コミュニティセンター改築工事
起工式が行われました。

◀同じく12月9日、西松江城町の厚生会館敷
地内において、市関係者、上村議長、施工業
者、関係者、地元住民など85人が参加し、
八代民俗伝統芸能伝承館（仮称）起工式が行
われました。

八代民俗伝統芸能伝承館（仮称）八代民俗伝統芸能伝承館（仮称）

高田コミュニティセンター高田コミュニティセンター外観イメージ図外観イメージ図

外観イメージ図外観イメージ図
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